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　法令に基づき、住民異動や戸籍等の届
出処理及び各種証明書の交付を行ってい
る。市民課・市民サービスコーナーにお
ける各種証明交付取扱件数は減少傾向に
ある一方、マイナンバーカードの普及率
増加に伴い、コンビニエンスストアでの
証明書交付件数は、年々増加している。
　今後も迅速・正確・丁寧なサービス提
供に努め、市民の利便性向上を図る。

①戸籍住民
登録事業

【事業自体の課題や対応状況・施策推進
への貢献に関する課題】
　従来より行ってきたマイナンバー普及
啓発に加え、マイナポイントの実施によ
り、マイナンバーカード交付率上昇に伴
い、コンビニ交付の利用が拡大し、窓口
の混雑緩和につながった。また、郵送で
の証明書請求において、電子申請システ
ムを利用したキャッシュレス決済を導入
し、支払方法を拡充することで、市民の
利便性の向上を図った。
　市民の待ち時間短縮を目指し、効率的
な業務運営を行う必要がある。
【実施計画の今後の方向性・内容】「継
続」
　さらにICT化を目指し、市民サービス
の向上に努める。

－

⑴戸籍住民登
録事業

市民課
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２次評価

・繁忙期における窓口の待ち時間短縮に必要な方策の検討に取り組むべ
き。検討に当たっては、どのような手続きでどれぐらい時間がかかってい
るかなどの現状分析が必要。分析をすることで非効率が生じている点が明
らかになる。
・待ち時間を有効利用して市の取組をPRしたり、各室課が周知したいこと
を情報提供することも有効と考える。

効率が上がっているかどうかを常にチェックしてほしい。

後は、それ以外の「窓口に行く必要がある方（複雑な相談、外国人・高齢
者等）」に対し、これまで以上に分かりやすく丁寧な対応が必要となると
考えられるため、既存の業務を減らして、浮いたリソースをまわしていく
ことを検討してほしい。
・手続き等に関してより分かりやすい周知を徹底したり、コンビニ交付や
出張所への誘導を促す必要があると考える。また、「誰でもわかる」方法
で周知をしてほしい。

で導入するとともに、保有するデータが今後統合されていくことを見据
え、データの表記を揃える作業を行っておくべきである。

⑴市民の利便性向上のため、繁忙期における窓口
の待ち時間短縮に向け、精緻な分析を行い課題を
整理、明らかにした上で、必要な方策を検討し取
り組むこと。
⑵DXが進む社会動向や全国的な人口減少が予想
される将来を見据えた持続可能な体制の構築のた
め、現在の業務の整理及び実施方法の抜本的な見
直しを行うこと。また、効果的・効率的な見直し
を図るため、情報政策室と密に連携すること。
⑶窓口の待ち時間に市の取組を周知するなど、各
室課と連携し待ち時間の有効利用を検討するこ
と。

【予算事業の実施計画の今後の方向性・内容】
「拡充」

⑴総合評価を受けて検討し窓口を効率的
に回すため、今年度は用件ごとの窓口を
固定したり従来より行っていた窓口の増
設を継続的に行うようにしました。
またコンサルタントによる窓口業務の最
適化への分析を行い、課題を整理し、方
策を検討する予定です。
⑵デジタル庁の自治体SAASアドバイザー
派遣事業に参加し、今後のデジタル化に
ついて「書かない窓口」を目指し研究を
始めました。また情報政策室と連携し、
大阪府デジタル人材シェアリング事業に
も参加しています。市民課単体としては
現在の業務の整理及び実施方法の見直し
を行うため、上記⑴と同じコンサルタン
ト事業者による業務の整理や委託に向け
た準備を行っています。
⑶都市魅力部シティプロモーション推進
室と連携し、市民課前ロビーでの動画の
放映、広報課に依頼して市報すいたのロ
ビー配架等に取り組んでいます。
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施策指標１　「市のホームページの閲覧
者数（月平均）」
【策定時（平成29年度）】　14.5万人
【策定時の目標】　20万人
【令和４年度実績】　43.7万人
【進捗状況】　Ｓ

⑴多種多様な媒体を利用する中で、発信した情報
が必要とする人に確実に届くよう情報の性質・発
信目的に応じた戦略的な情報発信を行うこと。ま
た、ホームページのアクセスログなど、現在利用
している各種媒体のデータ分析をし、情報発信方
法の課題抽出及び効果を検証すること。
⑵検証した内容は、各室課に共有し、各室課にお
ける効果的・効率的な情報発信の推進を促すこ
と。

⑴情報発信において、市公式ウェブサイ
トを基幹として発信内容や各種SNSの性
質に応じた媒体を選択し運用すること
で、多様な媒体を活用した戦略的な情報
発信を行いました。
また、Googleアナリティクスや各種SNS
のアナリティクス、CMSの解析ツールを
活用することで情報発信の課題抽出、効
果の検証も行いました。
⑵情報発信の課題検証については、検証
した課題や内容を各室課との協議等を通
じて共有し、効果的、効率的な発信の助
言を行いました。

・公式SNSについては、引き続き必要な
情報発信と発信内容の充実に努める。
・公式Youtubeに配信する映像コンテン
ツについては、市政に関わる情報等をタ
イムリーに配信するよう取り組む。
・公式Youtubeについては、動画をジャ
ンルごとに分類するなど、視聴しやすい
ように整理を行う。

①広報事業 【事業自体の課題や対応状況・施策推進
への貢献に関する課題】
　映像による広報については、様々なコ
ンテンツを制作し、Youtubeで配信して
いるが、統一感が無く、不定期で配信し
ており、視聴数が伸び悩んでいる。今後
はより魅力的で統一感のあるコンテンツ
を、定期的に配信することで、視聴者の
拡大を目指す。
【実施計画の今後の方向性・内容】「継
続」
　効果的な映像広報の実現のための取組
を進める。

1情報共有の推
進

⑴広報事業 ⑴令和５年９月から、吹田市公式
YouTubeチャンネルにおいて、市の施策
や魅力を紹介するために「吹ちゅ～ぶ」
の動画配信を開始しました。動画制作に
当たっては、これまで動画の配信頻度が
少なく、広い世代に関心を持ってもらえ
るような大きなテーマを選択することが
多かったですが、動画の配信頻度を増や
すことで、ターゲットを明確にしたテー
マを選択できるようにしました。また、
短時間の動画は視聴に当たっての抵抗感
が軽減されやすいことから、これまでの5
分～10分という構成から３～５分という
比較的短めの構成としました。今後も、
効果的な動画配信ができるよう、動画の
テーマ、配信のタイミング、編集につい
て研究を進めていきます。
⑵新たな媒体の導入として、一部業務に
おいてAIチャットボットを先行事例とし
て導入、運用しています。先行事例の効
果検証を関係部署と行うことや新たな情
報の研究を通して、現在利用している媒
体の取捨選択を検討しました。
⑶令和５年９月から、業務効率化を図る
ため、広報課とシティプロモーション推
進室が連携して動画（「吹ちゅ～
ぶ」））を制作し、動画配信する事業を
開始しました。共同で動画を制作するこ
とで、市政情報やシティプロモーション
に係る重複した内容の動画配信を避け、
効率的に情報発信が可能となるよう業務
整理を行いました。今後も、シティプロ
モーション推進室と緊密な連携を図りな
がら、効率的かつ戦略的な広報事業の運
営に努めます。

⑴映像コンテンツについては、ターゲットを明確
に定めたうえで制作し発信すること。
⑵市民の利便性向上及び業務効率化に繋げるた
め、AIチャットボットやショート動画などの新た
な媒体の導入も視野に入れ、現在利用している媒
体の整理・取捨選択をすること。
⑶広報課及びシティプロモーション推進室におい
て重複する情報発信もあるため、密に連携し効果
的、効率的かつ戦略的な運営を行うこと。

【予算事業の実施計画の今後の方向性・内容】
「継続」

しい。必要な人に情報が届いているか、共有されているかは、しっかり意
識して広報をしなければならない。
・ホームページのアクセスログを積極的に活用して、発信方法の改善に繋
げることが必要である。また、分析結果を担当部署にも共有し、情報発信
の方法を助言するなどの仕組みを作っていくことが重要だと考える。
・情報ツールは増えていく一方で、使われなくなっていくものもあるた
め、各種媒体の活用は精査しなければならない。
・説明責任を果たすための情報発信、付加価値を高めるための情報発信を
戦略的に行うべきである。また、 広報業務は見せ方、戦略性など一定の技
術・専門性が求められる。このような中、広報課とシティプロモーション
推進室において重複する情報発信もあるため、連携することで効果的・効
率的に運営ができると考える。

め、ターゲットを明確にすべきである。また、ショート動画の活用も効果
的であると考える。

内をビジュアル化して発信することで市民の利便性が高まる。同時に業務
効率化にも資するような発信を検討してほしい。

ボットで市民の利用状況も蓄積されていく。このデータを活用して効果
的・効率的な情報発信に繋げることもできるためぜひ活用を検討してほし
い。

広報課
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